
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

7 月 22 日■大船渡地区
公民会主催・地域公民
館対抗グランドゴルフ
大会。団体戦の優勝は
平 A チーム！私は初め
て選手として出させて
いただきましたが、足
引っ張りでした。ごめ
んなさい涙 

  

 7 月 4 日■日頃市の坂本沢・大森
地域の陽だまりサロンへ。この日
は“椿ゆべし”づくり。お茶っこで
みなさんからのご要望も。 

7 月 12 日■環境省･パークボラン
ティア。この日は国立公園特定外
来生物オオハンゴウソウ駆除活
動。外来種を持ち込まない！ 

 

  
+ 

8 月 6 日■三陸・大船渡夏まつり、
3 年ぶりに復活した市民道中踊り
に、はじめて大船渡市議団の一員
として参加しました。 

８月 9 日■ゆうこの部屋「みんな
でおしゃべり会」今春、女子大生に
なった 2 人と。若い人が帰ってく
る大船渡にするには？などなど 

８月 27 日■大船渡魚市場、朝７
時半、今年初のさんまの水揚げ。
さんまの水揚げがある朝、魚市場
は活気づきます！ 

9 月 10 日■「お互いが大切な存
在であるんだよぉ」と、いのちの
大切さを伝える取り組み。助産
師・西里さんのお話。 

  議会の活動 

◆定例会 9/9～9/27 

◆決算審査特別委員会 9/21･22 

◇市議会全員協議会 8/2 

◇総務常任委員会 

7/5・19・29、8/５･26、9/16 

◇議会運営委員会 

7/20、8/18、9/6･28 

◇月例会議 

7/22、8/25、9/27 

◇環境衛生組合例月出納検査 

 7/7、8/10、9/7 
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2022年7月～9月 
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NPO 法人職員などを経て、株式会社カメリア社中を起業。 2020 年 4 月から大船渡市議会議員、現在 1 期目。 
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いつもお世話になっております。先日、市内で生まれたばかりの赤ちゃんを遺棄する痛ましい事件がおこり 
ました。殺めてしまうことは決して許されることではありません。ただ、誰にも、どこにも相談できずに歳
月を過ごしてきたかと思うと、心がとても痛みます。この件に限らず、市内には行政・民間などの相談機関
は設置されていますが、敷居が高い、そもそも窓口が知られていないという現状にあることは否めません。 
今回の事は様々なことが起因しているように感じ、相談窓口が明確であれば防げたとは言い切れないと感じ
ています。以前の定例会においても、市民のみなさんが相談しやすい環境づくりについて議論してきました
が、引き続き、みんなが安心して暮らせる大船渡を目指し、みなさんのお声を聞かせていただきながら、 
議員活動に邁進していきたいと思っております。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

８月 

いわて子どもの森「いのち
のおはなしキャラバン」事業 

オンラインおしゃべり会 
《ゆうこの部屋》 

碁石海岸にて 

７月 

大船渡町地域公民館対抗 
グランドゴルフ大会 

９月 

三陸ブルーラインプロジェクト 

大船渡市議会議員 佐藤優子  活動報告 

ゆうこだより 

SDGsおおふなと 

編集・発行責任者：佐藤ゆうこ後援会  

市内においてジェンダー平
等を考える機会を創出する
ために、仲間とともに 5 月に
設立。毎月、講演会やおしゃ
べり会を開催しています。 

Vｏｌ． 

2022年 
10月発行 ６ 

防潮堤を飾るモザイクタイルアート。第 1 弾は 8 月に 1
週間。第 2 弾の 9 月は 3 週間・約 350m、約 1 万枚のタ
イルが飾られました。期間限定なのは、防潮堤の管理者
である県の許可によるもので、今後、継続的設置が可能
となるよう、はたらきかけていきたいと思います。 

日頃市・ゆうこハウス 



令和４年第３回定例会 一般質問 

１．現在策定中の第 5次大船渡市  
男女共同参画行動計画について 

 

答弁 女性が輝く場、活躍する場を拡大することで、社会を

支える力が大きくなり、経済や科学技術分野なども含めた社

会全体の発展にも深く寄与する。男女共同参画の推進によ

り、性別や年齢などにかかわらず、自分らしく活躍できる社

会を形づくることで、誰もが暮らしやすい「まち」となる。 

 

 

 

 

答弁 若い世代の女性の転出が多い状況は人口減少加速化の

要因の一つになっている。女性が地方から転出する理由は、

「やりたい・やりがいのある仕事がない」「年収が少ない」な

ど、職業に関することが上位。一方で「地方では自分らしさ

や個性を表現しづらい」「家事や育児は女性がするものという

古い考え方がある」といった、性別による固定的な役割分担

意識を理由とする回答も少なくない。子育て支援はもとよ

り、大学などで学んだ知識を発揮できる職場の拡大など、雇

用面での取組のほか、固定的役割分担意識の払拭など「アン

コンシャス・バイアス」の改善の視点が重要。現在策定中の

第５次計画において具体的取組を掲げ改善を図っていく。 

 

 

答弁 様々な市民が、男女共同参画社会について自由闊達に

気兼ねなく話し合い、理解を深め合える場を想定。意識啓発

や関連施策や取組の効果的かつ実践的な展開に係るヒントの

発見や、新たな活動の創出などにつながることに期待。 

ゆうこの視点  2014年、民間団体が20～39
歳の女性の数が2040年までに5割以下に減る

自治体を「消滅可能性都市」と定義し、それ
には大船渡市も含まれています。同じく消滅
可能性都市に指定された豊島区は、20・30
代の子育て世代の女性の意見やニーズをまち

づくりに取り入れるため「としまＦ１会議」を設置。大船渡
市においても豊島区のような取組が必要では？と令和3年度
12月定例会にて議論させてもらいました。単なるワークショ
ップに終わらせることなく、施策に反映させることができる

ような体制づくりを求めると、本定例では議論しました。 

 大船渡市の20～39歳の女性人口の将来推計  

平成27年（2015）2,968人 → 令和27年（2045）851人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．大船渡市の公式 LINEの活用について 

 

 

 

 

 

答弁 デジタル田園都市国家構想の観点からも、ＬＩＮＥな

どＳＮＳの効果的な活用は市の広聴広報活動の重要な課題の

一つ。市が任命したデジタル推進アドバイザーの助言をもと

に、セグメント配信など、ＬＩＮＥの特性を十分に生かし、

効果的かつ効率的な情報共有ができるよう、改善を図りたい。 

 

 

 

答弁 新たな業務負担や経費の増加が見込まれるが、現行の

体制と手法を維持したままでは、対応することが困難。 

ゆうこの視点 現在は困難といえども、今後人口

減少により税収減となっていくことから、財源確

保の取組みは重要であり、“稼ぐ行政・自治体”と

いう視点を持ち合わせるべきと強く考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

← ←  QRコード：質疑答弁の全文は佐藤優子HPからご覧いただけます 

議会 

優子：男女共同参画社会に係る目指すべき大船渡の姿は？ 

優子： 防災行政無線情報の聞き逃し・難聴地

域の補完とするためにも、火災・災害情報、交

通事故情報、休日当番医などの日常生活に直

結する内容を発信し、住民が得たい情報を選

択できる“セグメント配信”機能を備えるなど

し、LINEを積極的に活用すべきと考えるが？ 

 

優子：第５次計画において、新たに（仮称）「男女共同参画

市民会議」の開催を掲げているが、その目的と内容は？ 

優子：国の第５次男女共同参画基本計画の成果目標の１つ

が、10・20代女性の転出超過者数の割合。県２・16％に

対し、当市は６・33％と高い水準にある。この要因と、そ

の打開策は？ 

      ● アンコンシャス・バイアス：「無意識の偏見」「無意

識の思い込み」誰かと話すときや接するときに、これまで

に経験したことや、見聞きしたことに照らし合わせて、「こ

の人は○○だからこうだろう」「男性だから■■、女性だ

から△△」というように、あらゆるものを自分なりに解釈

すること。日常にあふれていて、誰にでもあるもの。 

● デジタル田園都市国家構想：地方と都市の差を縮め、都市の活

力と地方のゆとりの両方を享受できる国を実現することが目的。 

①デジタル基盤の整備、②デジタル人材の育成・確保、③地方の課題を

解決するためのデジタル実装、④誰一人取り残されないための取組 

優子：広報大船渡やホームページなどに企業からの広告

を掲載する自治体広告を導入し、各種広報の充実に充て

る考えはないか？ 

大船渡の 
未 来 は 
みんなで 
つ く る 

大船渡市 
公式 LINE 

7 月 5 日に 

大 船 渡 町 議

員 団 と 当 局

担 当 部 局 と

の「防災学習 

ネットワークに関わるお

おふなぽーと視察および

意見交換会」を実施。その

内容を受け、7 月 28 日に

市長へ要望書を提出。 

要 望 内 容 ＊一部抜粋 

◼ 防災公園設備の推進 

◼ 防災観光交流センターの 

機能強化 

・震災復興に関する常設的展示等 

◼ 東日本大震災の追悼施設の整備 

◼ 千石船の活用・千石船の展示 

場所の再検討 

◼ キャッセン界隈の街灯整備 

◼ 防潮堤の活用について 

大船渡町 
議員団の 
活 動 

市政への疑問・質問、地域でのお困りごとなど、お気軽にお聞かせください！ 

住 所：〒022-0002 大船渡市大船渡町字下平 14-1 

電 話：090-7283-0348 FAX：0192-22-7726 

E-mail： yuko.ofunato@gmail.com 
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令和 3年度 
決 算 
特別委員会 

 ゆうこの 
用語辞典 

〇特別会計を含む決算総額〇 
・歳入 338 億 1,315 万円・歳出 326 億 1,917 万円 

・歳入歳出差引額 11 億 9,398 万円の黒字 

■議論したこと 

・地方創生推進事業三陸マリアージュ事業はじめ、 

地方創生推進交付金を活用した事業全般について 

・シティープロモーション・観光情報の発信について 

・大船渡魚市場における水揚げ増強にむけた、開設者

としての環境・体制構築の考え方について 


